
㈥

お
ま
も
り
、
を
び
や
許
し
、
御
供
下
附
に
つ
い
て

◎

受

付

毎
日
朝
つ
と
め
後
か
ら
夕
つ
と
め
迄
の
間
に
、
願
書
（
直
属
教
会
又
は
信

者
詰
所
で
世
話
取
り
）
を
持
っ
て
教
祖
殿
御
守
所
に
願
い
出
る
こ
と
。

⑴

お

ま

も

り

お
ぢ
ば
へ
帰
っ
て
本
人
が
直
接
願
い
出
る
こ
と
。

十
五
歳
未
満
の
子
供
の
お
ま
も
り
は
、
両
親
又
は
親
に
該
当
す
る
者
（
祖
父
母
、

兄
姉
、
教
会
長
、
布
教
所
長
）
が
付
き
添
う
こ
と
。
本
人
不
参
の
際
は
、
両
親

で
あ
れ
ば
代
っ
て
戴
く
こ
と
が
出
来
る
。

⑵

を

び

や

許

し

を
び
や
許
し
は
妊
娠
六
カ
月
目
か
ら
戴
け
る
。
妊
婦
の
代
理
は
、
夫
、
嫁
ぎ
先

の
親
、
実
家
の
親
に
限
る
。

⑶

御

供
（
ご
く
）

教
会
へ
の
下
附
は
、
直
属
教
会
か
ら
願
書
を
持
っ
て
教
祖
殿
御
守
所
に
願
い
出

る
こ
と
。


